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１． 背景とこれまでの課題 

 

水田を主な土地利用形態とする三重県では、水田の高度利用による飼料生産として水田に適応性の高い

国産粗飼料として稲WCS が用いられている。更なる粗飼料の増産法として、稲WCS 収穫調製と収穫機械

の併用が可能なWCS 用小麦が二毛作の候補となっており、これまでに当所で、小麦WCSの収穫適期が出

穂 30日目前後であること、乳酸菌や硫黄の添加剤を加えることで長期の保管でも発酵品質の維持が可能で

あることを示してきた。しかし、小麦WCSの収穫時期は比較的降雨が多い時期であるため適期収穫が難

しく、また小麦の刈遅れは、後作である稲の初期生育への影響や、WCSの消化率低下が懸念されている。 

そこで今回は後作の稲の初期生育への影響を考え、小麦WCS を適期から 15日間早く収穫調製し、その

保存性と添加剤による改善を検討した。 

２． 成果の概要 

 

出穂15日目調製ロールで添加剤を添加しない無添加区では、保管期間が２ヵ月間、６ヵ月間ともに酪

酸が発生し発酵品質の劣化が見られたが、乳酸菌添加により改善が見られた（表）。 

 平積みしたWCSを対象に体積を２週間ごとに比較した結果、無添加の出穂15日目調製ロールは出穂30

日目調製ロールと比較して、体積減少割合が大きく調製から14週間目以降は有意な差（p<0.05）となり

、形状がより不安定であることが伺えた。乳酸菌添加区でも無添加区と比べると緩やかであったが、体

積減少が見られた（図１）。 

 収穫時期ごとに無添加のロールを二段積みで保管した結果、出穂15日目調製ロールはロールが柔らか

く、二段積みしたロールは４週間以内に倒壊した。出穂30日目調製ロールは倒壊しなかった。出穂15日

目調製ロールは二段積みに対応できる強度ではないことが示唆されるため、保管場所が二段積み時より

広く必要な点に留意する必要がある（図２）。 

３． 成果の慣行技術への適合性と経済効果 

 

 播種の遅れや生育遅延等により栽培計画に遅れが生じ、小麦の適期収穫後では後作の稲の播種が不可能、

または大幅に遅れてしまう際に、本手法により小麦の収穫調製を前倒しすることで、少しでも収量を確保

しつつ、後作の稲を適期播種して予定通りの収量を狙うことで、年間収量への被害を低減することが出来

る。 

４． 普及上の留意点 

 

本成果は適期である出穂30日目より早く収穫調製を行う必要がある場合を想定したものであり、適期よ

り早期収穫を推奨するものではない。 

 早期収穫調製は適期収穫調製と比べて、単位面積当たりの乾物収量が落ちるため、予定収量を下回る

点に留意する必要がある。 

 本成果は専用収穫機での収穫調製が可能なことが前提となっており、早期収穫時は水分含量が高く草

体が柔らかいため、登熟の進行次第では専用収穫機での収穫自体が困難な場合も考えられる点に留意す

る必要がある。 
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